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平
成
25
年
度

　
一
般
会
計
予
算
等
を
審
査

一
般
会
計
予
算
を
可
決

鎌倉市議会からのお知らせ
◇かまくら議会だより　音声版・点訳版のご案内
　�「かまくら議会だより」は、鎌倉朗読・録音奉仕会と鎌倉市点訳赤十字奉仕団の
ご協力により、音声版（収録テープ）と点訳版を作成しています。ご希望の方は
議会事務局 議事調査担当までお問い合わせください。

◇請願・陳情の出し方
　�市民の皆さんの意見・要望を、市議会を通して行政に反映させる制度として請願
と陳情があります。提出に当たっては、所定の様式があるため、事前に議会事務
局議事調査担当までお問い合わせください。

請願と陳情の違い…�請願は１人以上の紹介議
員の署名が必要ですが、
陳情は不要です。

提出の締め切り…�提出はいつでも可能です
が、定例会初日の前日まで
に提出された場合はその
定例会で審査、期限を過ぎ
ての提出の場合は次回定
例会での審査となります。

鎌倉市議会事務局
議事調査担当

電　話：0467-23-3000　内線2448
ＦＡＸ：0467-23-5825
メール：gikai02@city.kamakura.
　　　　kanagawa.jp

可 決 し た 意 見 書
　議会は、地方自治法第99条の規定に基づき、地方公共団体の公益に関すること
について、意見書を国会または関係行政庁に提出することができます。今定例会
では次の意見書を可決し、鎌倉市議会として関係機関に送付しました。

動物愛護推進員制度の活用を求めることに関する意見書
　神奈川県は、「人と動物の調和のとれた共生をめざして」という理念のもと「動
物愛護管理推進計画」を策定し、動物の愛護や正しい飼い方を効果的に普及させる
ため「動物の愛護及び管理に関する法律」に基づき動物愛護推進員を委嘱し、動物
愛護普及事業などを実施している。
　動物愛護推進員は、ボランティアとして地域における動物愛護及び管理の中心的
役割が期待され、県や市町村が実施する動物愛護普及事業への協力や、各種動物の
飼い方等に関する相談対応など、地域に根ざした動物愛護の推進に取り組むことと
しているが、現状は、各推進員の所属する団体での活動が大部分であり、地域にお
ける動物に関する問題解決まで至った事例が少ないと推測される。
　動物愛護を推進していくためには、住民や関係団体等に広く周知活動を行い、推
進員等と協働して連携を深めるとともに、推進員同士の意見交換を通じ、知識・技
術の習得を図るなど、地域に根ざした活動を支援していくことが不可欠である。
　よって、神奈川県におかれては、動物愛護推進員制度を広く活用し、動物愛護普
及事業への協力、相談対応など、さらなる動物愛護の推進を図るよう要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成25年３月６日
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食
育
の
取
り
組
み
を
強
化
さ

せ
、
児
童
・
生
徒
が
食
の
安
全

及
び
放
射
能
の
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
も
含
め
、
幼
少
期
か

ら
の
食
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の

積
み
重
ね
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
こ
と
。

④�

消
防
出
張
所
の
施
設
整
備
等
に

つ
い
て

　
　

災
害
時
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
消
防
の
役
割
は
、
東

日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
よ
り

一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
腰
越
消

防
出
張
所
は
、
市
内
の
消
防
施

設
の
中
で
最
も
古
い
建
物
で
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
か
つ
津
波

浸
水
予
測
地
域
の
範
囲
内
に
立

地
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
課
題

解
決
を
最
優
先
に
求
め
る
。

　
　

さ
ら
に
、
市
内
の
各
種
福
祉

施
設
等
を
ど
の
よ
う
に
災
害
か

ら
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら

取
り
組
む
こ
と
。

５　
本
会
議
で
採
決

　

委
員
長
報
告
の
後
、
６
会
派
の

議
員
か
ら
、
討
論
と
し
て
、
議
案

に
対
す
る
賛
否
の
意
見
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、採
決
を
行
っ
た
結
果
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
、
大

船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業
特

別
会
計
予
算
、
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算
、
公
共
用
地
先

行
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算
、
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
及
び

５
件
の
条
例
関
係
議
案
を
総
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
、
一
般
会
計
予

算
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
予
算
及
び
鎌
倉
市
心
身
障
害

者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

陳
情
の
議
決
結
果

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇�

鎌
倉
市
か
ら
鎌
倉
保
健
福
祉
事

務
所
に
対
し
動
物
愛
護
推
進

員
制
度
を
活
用
す
る
よ
う
県

に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
神
奈
川
県
知

事
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
動
物
愛

護
推
進
員
に
つ
い
て
、
推
進
員
制

度
導
入
か
ら
５
年
が
経
過
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鎌
倉
保
健

福
祉
事
務
所
に
お
い
て
そ
の
活
用

が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
制
度
を
活

用
す
る
よ
う
県
に
対
し
意
見
書
を

提
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

に
よ
り
採
択
。

◇�

文
書
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
の

陳
情

陳
情
の
要
旨

　

市
の
文
書
管
理
が
規
定
ど
お
り

に
行
わ
れ
て
い
な
い
事
案
が
頻
発

し
て
お
り
、
市
民
と
し
て
看
過
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
市
に
対
し
、

文
書
管
理
の
徹
底
を
求
め
る
と
い

う
も
の
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

に
よ
り
採
択
。

◇�

深
沢
子
ど
も
会
館
の
臨
時
休
館

に
伴
い
暫
定
の
子
ど
も
会
館

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

深
沢
子
ど
も
会
館
の
臨
時
休
館

に
伴
い
、
近
接
す
る
市
有
地
に
代

替
施
設
と
な
る
暫
定
の
子
ど
も
会

館
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
市
に
働
き
か
け
て
ほ

し
い
と
い
う
も
の
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

に
よ
り
採
択
。

　

２
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
の
市

政
運
営
に
対
す
る
市
長
の
所
信
と

施
策
概
要
の
説
明
が
行
わ
れ
、
一

般
会
計
予
算
、
下
水
道
事
業
等
６

特
別
会
計
予
算
な
ど
、
平
成
25
年

度
予
算
関
係
議
案
14
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
予
算
総
額
）

一�

般
会
計
及
び
６
特
別
会
計
の
合

計
／
１
０
２
３
億
６
０
６
０

万
円
（
前
年
度
比
３
％
の
増
）

（
各
予
算
規
模
）

一�

般
会
計
／
５
８
０
億
８
２
０
０

万
円
（
前
年
度
比
５
・
１
％
の

増
）

特�

別
会
計
／
下
水
道
事
業
、
大
船

駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業
、

国
民
健
康
保
険
事
業
、
公
共
用

地
先
行
取
得
事
業
、
介
護
保
険

事
業
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
の
６
特
別
会
計
合
計
で
、

４
４
２
億
７
８
６
０
万
円
（
前

年
度
比
０
・
３
％
の
増
）

１　
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置

　

２
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、
新
年
度
予
算
等
に

対
す
る
各
会
派
か
ら
の
代
表
質
問

を
終
え
た
後
に
、
特
別
委
員
会
設

置
の
動
議
で
10
名
の
委
員
か
ら
な

る
平
成
25
年
度
鎌
倉
市
一
般
会
計

予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
以
下

「
予
算
特
別
委
員
会
」
と
い
う
。）

を
設
置
し
、
平
成
25
年
度
予
算
関

係
議
案
13
議
案
の
審
査
を
付
託
し

ま
し
た
。（
条
例
制
定
議
案
１
件

は
付
託
せ
ず
、
２
月
14
日
開
会
の

本
会
議
に
お
い
て
、
可
決
さ
れ
て

い
ま
す
。）

２　
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査

（
担
当
原
局
・
市
長
へ
の
質
疑
）

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
予
算
関
係
議
案
に
つ
い

て
、
市
長
が
所
信
表
明
で
述
べ
て

い
る
予
算
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

第
３
次
総
合
計
画
第
２
期
基
本
計

画
後
期
実
施
計
画
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
諸
事
業
を
初
め
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
事
業
や
重
点
的
か
つ

政
策
的
な
課
題
・
施
策
が
ど
の
よ

う
に
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

か
な
ど
の
観
点
か
ら
、
３
月
11
日

か
ら
14
日
に
か
け
て
、
担
当
原
局

に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
15
日
に
は
施
策
の

一
部
に
つ
い
て
市
長
に
対
す
る
質

疑
を
行
い
、
市
民
と
の
協
働
に
関

す
る
こ
と
、
深
沢
子
ど
も
会
館
や

地
域
福
祉
支
援
室
に
関
す
る
こ

と
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
に
関
す

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
見
解
を
た

だ
し
ま
し
た
。

３　
予
算
特
別
委
員
会
で
採
決

　

付
託
を
受
け
た
平
成
25
年
度
一

般
会
計
予
算
な
ど
13
議
案
の
採
決

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
初

め
と
す
る
６
特
別
会
計
予
算
及
び

鎌
倉
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
を

初
め
と
す
る
６
件
の
条
例
関
係
議

案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

４　
審
査
結
果
の
報
告

　

３
月
21
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
審
査

結
果
等
が
報
告
さ
れ
、
次
の
意
見

が
付
さ
れ
ま
し
た
。　

①
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
　

避
難
場
所
や
避
難
経
路
は
、

い
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ

て
お
り
、
行
政
の
責
務
と
し

て
、
自
治
・
町
内
会
な
ど
と
の

協
力
に
よ
っ
て
整
備
を
図
る
こ

と
。
ま
た
、
防
災
行
政
用
無
線

に
つ
い
て
は
、
そ
の
補
完
対
策

と
し
て
戸
別
受
信
機
を
導
入

し
、
平
成
25
年
度
に
子
局
３
基

の
増
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
地
域
ご
と
の
受
信
状
況
に

は
差
が
あ
り
、
難
聴
地
域
の
解

消
に
は
至
っ
て
い
な
い
た
め
、

受
信
状
況
の
改
善
を
図
る
こ

と
。
ま
た
、
災
害
時
の
体
制
に

つ
い
て
は
、
食
糧
な
ど
の
備
蓄

を
整
え
る
な
ど
、
市
の
職
員
が

市
民
の
た
め
に
十
分
な
救
助
活

動
が
で
き
る
よ
う
整
備
を
図
る

こ
と
。

　
　

ま
た
、
併
せ
て
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
た

が
、
引
き
続
き
被
災
地
支
援
を

継
続
す
る
こ
と
。

②
深
沢
子
ど
も
会
館
に
つ
い
て

　
　

耐
震
診
断
の
結
果
、
大
規
模

地
震
の
際
に
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
臨
時
休
館

し
た
が
、
余
り
に
急
な
臨
時
休

館
で
あ
っ
た
た
め
、
利
用
児
童

の
保
護
者
の
方
々
か
ら
、
本
市

議
会
に
暫
定
施
設
設
置
に
つ
い

て
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
３
月

６
日
開
会
の
本
会
議
で
総
員
の

賛
成
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
市
は
、
利
用

者
の
意
見
を
十
分
聴
取
し
、
子

供
た
ち
の
居
場
所
確
保
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
模
索

し
、
暫
定
施
設
の
整
備
に
早
急

に
取
り
組
む
こ
と
。

③
食
育
に
つ
い
て

　
　

食
育
に
対
す
る
取
り
組
み
の

推
進
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
市
の

財
政
支
出
の
削
減
に
も
寄
与
す

る
。
市
は
各
種
機
会
を
捉
え
、

食
育
の
推
進
を
テ
ー
マ
に
掲
げ

て
参
加
す
る
な
ど
、
積
極
的
に

普
及
・
啓
発
活
動
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、
学
校
教
育
に
お
い

て
は
、
地
域
と
の
連
携
に
よ
り


